
中
等
学
校
国
語
教
育
史

五

は
じ
め
に
（
中
等
学
校
国
語
教
育
史
・
序
）

は
じ
め
に
｜
｜
課
題
と
方
法

本
稿
の
課
題
一
つ
は
、
近
代
中
等
国
語
科
教
育
を
「
自
学
自
習
の
思
想
」
と
「
一

斉
授
業
」
と
の
措
抗
関
係
に
お
い
て
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

我
が
国
の
教
育
に
は
「
自
学
自
習
」
の
思
想
が
根
幹
に
あ
っ
た
。
一
方
、
明
治
期
に

西
洋
か
ら
移
入
さ
れ
た
ご
斉
授
業
」
は
、
近
代
工
場
に
お
け
る
「
も
の
」
の
大
量
生

産
方
式
と
似
通
っ
て
い
る
。
日
本
に
移
入
さ
れ
る
と
受
験
教
育
に
有
効
に
働
い
た
。

新
教
育
運
動
は
、
大
量
生
産
方
式
に
対
す
る
西
洋
教
育
の
内
側
か
ら
の
批
判
で
あ
っ

た
。
個
別
指
導
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
新
教
育
は
日
本
近
世
の
「
寺
子
屋
式
」
に
似

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
「
個
性
尊
重
」
と
い
う
点
で
、
教
育
の
先
祖
返
り
を
許
す

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
自
学
思
想
」
と
ご
斉
指
導
の
思
想
」
は
、
ど
の
よ
う
に
措
抗

し
、
葛
藤
し
、
調
和
を
め
ざ
し
た
か
。

そ
の
こ
は
、
国
民
的
リ
テ
ラ
シ

l
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
が
国
の
近
代
教
育
に
お
い
て
、
国
民
的
リ
テ
ラ
シ
！
の
定
着
と
向
上
は
、
国
家
的

な
大
事
業
で
あ
っ
た
。
「
国
語
」
の
教
育
は
そ
の
た
め
の
主
要
な
場
で
あ
り
、
「
国
語
」

の
教
育
は
大
体
に
お
い
て
国
民
の
育
成
に
応
じ
て
き
た
。
と
く
に
中
等
国
語
教
育
に
お

い
て
は
社
会
の
中
堅
及
び
指
導
層
の
言
語
的
能
力
と
文
化
的
教
養
の
育
成
を
に
な
っ
て

き
た
。
戦
前
に
お
い
て
は
、
そ
の
努
力
は
侵
略
と
敗
戦
に
行
き
着
い
た
。

戦
後
の
民
主
社
会
は
市
民
的
リ
テ
ラ
シ

l
の
育
成
を
要
求
し
て
き
た
。
戦
後
の
国
語

科
教
育
は
市
民
形
成
に
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
九
八

O
年
以

後
は
情
報
化
社
会
と
国
際
化
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
言
語
リ
テ
ラ
シ
！
の
育
成
に
は

戸
惑
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
言
語
リ
テ
ラ
シ

l
の
育
成
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
の

手
が
か
り
を
得
た
い
。
。

三
つ
目
の
今
一
つ
の
課
題
は
、
「
顔
の
見
え
る
中
等
国
語
教
育
史
」
を
記
述
す
る
こ
と

f兵

本

純

逸

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
国
語
教
育
史
研
究
は
、
各
時
期
の
「
指
導
事
項
や
指
導
要
領
」
を
解
説

す
る
制
度
史
で
あ
っ
た
り
文
学
教
育
や
読
解
指
導
の
跡
を
詳
し
く
た
ど
る
「
領
域
史
」

で
あ
っ
た
り
し
た
。
人
間
の
顔
が
見
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
個
体
史
研
究
」

は
理
論
家
や
学
習
者
の
個
人
に
こ
だ
わ
る
人
間
の
顔
の
見
え
る
研
究
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
日
本
の
近
代
教
育
は
、
日
清
・
日
露
の
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
の
荒
波
の
中
で
農
村

型
社
会
の
教
育
か
ら
高
度
産
業
社
会
の
教
育
へ
と
変
貌
し
て
き
た
。
国
語
科
教
育
も
社

会
の
変
貌
と
教
育
の
変
容
の
渦
中
に
対
応
し
て
生
成
さ
れ
て
き
た
。
私
は
、
日
本
の
社

会
の
変
貌
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
つ
つ
「
国
語
科
教
育
」
を
生
成
し
て
き
た
か
、
い
わ

ば
「
個
体
社
会
学
的
な
顔
の
見
え
る
中
等
国
語
教
育
史
」
を
記
述
し
た
い
と
考
え
て
い

る。
研
究
の
苅
象
十
二
歳
以
上
の
学
習
者
と
学
び
の
場
及
び
そ
の
教
師
を
対
象
と
す
る
。

十
二
歳
以
上
の
児
童
・
生
徒
の
学
習
の
場
が
中
等
教
育
学
校
で
あ
る
。
戦
前
の
高
等
小

学
校
で
は
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
た
児
童
が
そ
の
後
四
年
間
学
習
す
る
場
で
あ
っ
た
。

前
半
の
二
年
間
は
初
等
教
育
、
後
半
の
二
年
間
は
中
等
教
育
で
あ
っ
た
。
高
等
小
学
校

の
三
・
四
年
生
は
中
等
教
育
の
学
習
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
高
等
小
学
校
三
・
四
年
と

高
等
女
学
校
及
び
中
学
校
を
中
等
国
語
教
育
史
の
対
象
と
し
、
工
場
内
学
校
や
社
会
教

育
も
研
究
対
象
と
す
る
。

研
究
の
方
涜
「

O
O県
教
育
史
・
「

O
O学
校
百
年
史
」
・
「

O
O地
方
教
育
史
」
及

び
「

O
O校
生
徒
会
誌
」
等
を
主
た
る
資
料
と
す
る
。
そ
の
資
料
か
ら
抽
出
し
た
史
料

を
一
年
度
ご
と
に
集
め
、
お
お
よ
そ
五
年
間
分
を
束
ね
、
国
語
科
教
育
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
う
ね
り
と
そ
の
徴
表
に
名
づ
け
し
た
。
時
代
区
分
を
し
た
あ
と
資
料
を
ま
と
め
る
、



と
い
う
方
法
は
採
ら
な
か
っ
た
。
今
少
し
資
料
の
読
み
込
み
が
進
む
と
い
ず
れ
時
代
区

分
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
き
な
海
図
は
持
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
今
は
「
は

い
ま
わ
る
歴
史
記
述
」
を
試
み
て
い
る
。

研
究
の
内
容
混
沌
と
し
て
い
て
分
明
で
は
な
い
。
全
体
を
明
確
に
捉
え
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
あ
え
て
私
は
そ
の
要
素
を
取
り
だ
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
要
素
は
、
①
社
会
の
メ
デ
ィ
ア
状
況
、
②
社
会
の
期
待
す
る
言
語
能

力
、
③
学
習
者
の
言
語
能
力
、
④
教
師
の
学
力
観
、
⑤
教
師
の
実
践
的
力
量
で
あ
ろ
う
、

と
仮
定
し
て
い
る
。
こ
の
仮
定
に
立
っ
て
、
史
料
分
析
の
観
点
を
次
の
よ
う
に
定
め
て

い
る
。①
教
育
法
体
系
・
②
学
習
者
の
発
達
と
成
長
③
学
習
材
l
学
習
内
容
（
教
科
書
・

言
語
生
活
）
④
授
業
法
・
指
導
の
方
法
⑤
評
価
法

二
O
一
五
年
十
一
月
三
日

一（2）一


